
平成28年度

介護保険料通知書を
送付します

ここはここは
　どこ？　どこ？

第244回

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所･

氏
名

･

年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想
等
（
感
想

は
紙
面
で
掲
載
の
場
合
あ
り
）
を
ご

記
入
の
う
え
、
〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役
所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま

で
。
締
切
り
は
７
月
31
日
（
消
印
有

効
）。

　

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
既
に
お
送
り
し
て
い

る
「
所
得
状
況
届
」
等
を
７
月
末

日
ま
で
に
保
険
年
金
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
（
28
年
１
月
２
日

以
降
に
京
都
市
外
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明

今
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

 

を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
、
正
式
に
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
７
月
中
旬
に
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
　

４
月
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
引
落
と
し
）
さ
れ
て
い
る
方

　

平
成
28
年
度
の
正
式
な
保
険

料
額
と
、
10
月
、
12
月
、
平
成

29
年
２
月
に
特
別
徴
収
す
る
保

険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

ア
以
外
の
方
（
７
月
以
降

に
保
険
料
を
納
付
い
た
だ
く
方
）

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
と
、

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
（
※
１
）
し
ま
す
。

※
１　

お
知
ら
せ
は
、
次
の
①

〜
③
の
い
ず
れ
か
の
内
容
で
す
。

①
７
月
〜
平
成
29
年
３
月
が
普

通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
金
融

機
関
で
の
納
付
又
は
口
座
振
替
）

②
７
〜
９
月
は
普
通
徴
収
、
10

月
以
降
特
別
徴
収

③
４
月
、
６
月
、
８
月
は
特
別

徴
収
、
10
月
以
降
普
通
徴
収

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当
（
☎

441
・
５
１
３
０
、
１
階
⑤
番
窓
口
）

　上京区では、空き家にならないための予防と空き家

活用の推進を行っています。空き家の予防や活用を行

うためには、適正な遺産相続を行うことが大切です。

　この度、司法書士をお招きして、相続相談会を開

催します。家族の皆様が集うお盆の時期となります。

相続について気がかりな方、そろそろ遺産相続につ

いて考えておきたい方、ぜひこの機会に専門家へ相

談してください。

「みんなで空き家対策を考えよう」事業

相続相談会を開催します相続相談会を開催します！！

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
子
ど
も
医
療
を
除
く
）の
更
新
の
ご
案
内

の
更
新
の
ご
案
内

　平成28年度介護保険料の確定

額の通知書を７月下旬までに送

付します。

 対象　京都市介護保険の第１号
被保険者（65歳以上）の方
 保険料のお支払い方法
● 京都市にお住まいで、年額18
万円以上の老齢・退職・障害・
遺族年金を受給しておられる方
は、年金からの引落し（特別徴
収）になります。（年度途中で、
65歳になられた方、本市に転
入された方などを除く。）

● 上記以外の方は、通知書につづ
られている納付書にてお納めく
ださい。（既に口座振替を利用
されている方は、通知書のみで
納付書は添付されていません。）
※便利な口座振替による納付もで
きます。ご希望の方は、預貯金
口座をお持ちの金融機関又はゆ
うちょ銀行（郵便局）にお申し
込みください。
問＝福祉介護課介護保険担当
（☎441-5106、２階㉗番窓口）

新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を

 

お
送
り
し
ま
す

　

京
都
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る

70
〜
74
歳
（
昭
和
16
年
８
月
２
日

〜
昭
和
21
年
７
月
１
日
生
ま
れ
）

の
方
に
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
郵
送
に
よ
り
７
月
中
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
受
け

取
ら
れ
た
ら
、
記
載
内
容
を
お
確

か
め
の
う
え
、
８
月
１
日
か
ら
お

使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
古
い
高
齢
受
給
者
証
は

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る

た
め
、
８
月
１
日
以
降
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
保
険
年
金
課
へ
返
却

書
が
必
要
で
す
。
）

　

所
得
状
況
届
等
の
提
出
が
な
い

と
、
年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
１

階
⑦
番
窓
口
）

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を

 

お
持
ち
の
方
へ

　

今
年
度
か
ら
、次
の
要
件
（
※
２
）

に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
申
請
を

し
て
い
た
だ
か
な
く
て
も
７
月
下

旬
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を
郵
送

し
ま
す
。

※
２　

保
険
証
の
負
担
割
合
が

「
１
割
」
で
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
場
合

　

な
お
、
長
期
入
院
該
当
者
や
世

帯
に
所
得
不
明
者
が
お
ら
れ
る
方

は
、
従
来
通
り
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31

日
の
減
額
認
定
証
は
８
月
１
日
以

降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
減
額
認
定
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
年
金

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年

金
担
当
（
☎
441
・
５
１
３
８
、
１

階
⑦
番
窓
口
）

　

前
年
の
所
得
等
を
も
と
に
８
月

か
ら
の
受
給
資
格
の
判
定
を
行

い
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
７

月
末
に
新
し
い
受
給
者
証
を
、
資

格
喪
失
の
方
に
は
資
格
喪
失
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。（
判
定
に
所

得
証
明
等
の
書
類
の
提
出
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
は
更
新
申
請
書
（
現

況
届
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。）

　

更
新
の
際
に
所
得
超
過
等
の
理

由
に
よ
り
資
格
喪
失
と
な
っ
た
方

で
も
、
所
得
の
修
正
や
世
帯
構
成

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

河
原
町
今
出
川
周
辺

は
出
町
桝
形
と
呼
ば
れ

て
商
店
街
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
若
狭

か
ら
の
街
道
の
終
着
点

で
、
こ
の
道
は
鯖さ

ば

が
運

ば
れ
て
い
た
た
め
に
鯖
街
道
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
今
も
昔
も
物

産
の
集
散
地
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
絵
が
石
だ
た
み

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
の
路
面
を

見
な
が
ら
歩
く
の
も
一
興
で

し
ょ
う
。（
い
）

「災害に備えて」北部土木事務所です北部土木事務所です
　

土
木
事
務

所
で
は
、
台

風
や
近
年
多

発
し
て
い
る

集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
る
災

害
に
備
え
、

土
の
う
の
備
蓄
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
気
象
警
報
発
令
時
に

は
、
24
時
間
体
制
で
警
戒
を
行
い
、
公

共
土
木
施
設
の
被
害
箇
所
の
把
握
と
応

急
復
旧
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

倒
木
や
土
砂
流
出
、
路
肩
崩
壊
な
ど
、

危
険
な
箇
所
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
北
部
土
木
事
務
所
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
く
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
北
部
土
木
事
務
所
（
☎
492
・
３
１

１
１
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
届
等
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

日時　８月15日（月）13:30～16:30
　　　８月16日（火）13:30～16:30

場所　区総合庁舎１階
　　　まちづくり推進担当相談室

※相談無料　各日先着６名（１名につき30分）

問＝地域力推進室（振興担当）（☎441-5040）

こんにちは

上京区相続相談会

イ ア
条
件
1

70歳～74歳の
国保加入者の人数

70歳～74歳の
国保加入者の収入合計額

１人（本人のみ） 383万円未満
２人以上 520万円未満

条
件
2

70～74歳の国保加入者と
国保から後期高齢者医療制度に移った方の収入合計額

520万円未満

の
場
合
は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

前
年
の
所
得
に
よ
り
判
定
を
行

う
た
め
、
前
回
、
所
得
超
過
に
よ

り
資
格
喪
失
と
な
っ
た
方
で
も
対

象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
８
月
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
重
度
障
害
老
人

健
康
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
７
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

老
人
医
療
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
制
度
の
対
象
要
件
が

変
わ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
25
年
８

月
１
日
以
前
に
お
生
ま
れ
の
方
の

対
象
要
件
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
昭

和
25
年
８
月
２
日
以
降
に
お
生
ま

れ
の
方
は
所
得
税
非
課
税
世
帯
の

方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

問
＝
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
・
重

度
心
身
障
害
者
医
療
・
老
人
医

療
：
福
祉
介
護
課
福
祉
担
当
（
☎

441
・
５
１
０
２
、
㉘
番
窓
口
）

重
度
障
害
老
人
健
康
管
理
費
：
保

険
年
金
課
保
険
給
付
・
年
金
担
当

（
☎
441
・
５
１
３
８
、
⑦
番
窓
口
）

い
た
だ
く
か
、
細
か
く
き
ざ

み
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の

負
担
割
合
が

 

３
割
の
方
へ

　

３
割
負
担
の
高
齢
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
27
年

中
の
世
帯
収
入
合
計
額
が
次

の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
場
合
、
申
請
に
よ
り

負
担
割
合
が
１
割
又
は
２
割

に
な
り
ま
す
。
申
請
が
認
定

さ
れ
た
場
合
、
申
請
月
の
翌

月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
＝
保
険
年
金
課
資
格
担
当

（
☎
441
・
５
１
３
０
、
１
階
⑤

番
窓
口
）

前回の正解は出町桝形
商店街の石だたみです。

ヒント　
ここは狛犬ではありません。

？！

倒木の様子

（３）　平成２８年７月１５日　　第２４７号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　上京区版


